
 

現在、コロナ禍のなか高齢者の虚弱化が危惧されています。外出を控えることにより、交流の

機会が減っているなどのことが要因ではないかと指摘されています。 

その１つの表れが近年の要支援者

の増加のスピードが顕著となってい

ます。グラフは、厚生労働省資料の

高砂市分を指数化したものです。 

要介護 5・4・2の方が、ほぼ横ば

いなのに対し、要支援 1・2 の方は

平成26年と比べ1.4倍となってい

ます。 

このような状況のなか、支え合い

づくり協議会は、地域で要支援の方

や高齢者を支える仕組みづくりに向

け活動します。 

 

米田いきいきサロン 
米田いきいきサロンを紹介します。 

コロナ禍のなか見守り中心で開催できませんでしたが、今回、

米田自治会の夏祭りとコラボしてサロンを開催しました。民

生委員、福祉委員が手分けして安否確認を兼て高齢者宅

を回り、招待状と引換券を配布しました。 

当日は、引換券で参加者を確認していました。普段の

開催では 30 名程度の参加

ですが、それより多くの参加

がありました。高齢者の外出

の促しと交流を図る取り組みの１つと感じました。 

当日、スタッフ全員抗原検査を受けたそうです。 

米田地区支え合いづくり 
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増え続ける要支援者、支援はどうする⁉ 

協議会の参加団体 
地区福祉推進委員会 
地区連合自治会 
地区民生委員・児童委員会 
町老人クラブ連合会 
町連合婦人会 
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高砂市の要介護（要支援）の増減率推移
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平成26年を100として

要支援が

1.4倍に増加

（出典）平成25年度から令和元年度：厚生労働省「介護保険事業状況報告（年

報）」、令和2年度：「介護保険事業状況報告（3月月報）」、令和3年度：直近の

「介護保険事業状況報告（月報）」
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